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　1．はじめに

　TOGA951ntemational　Scientific　Conferenceが

1995年4月2日から4月7日にかけて6日問，オース

トラリア・メルボルン市で開催された．1985年から10

年問続けられてきたTOGAプロジェクトのConclud－

ing　Meetingとして位置付けられたこの大会に27か国

から400名近くの研究者が参加した．日本からは竹内

（北大），住（東大），高橋（九大）などを含む10名程度

の参加があった．初日はOpening　SessionでWCRP，

NOAAの代表から挨拶があった．また，TOGA初期

のリーダーである故Adrian　Gi11（Cambridge　U．），

TOGA－TAOの実現に大きく貢献した故Stan　Hayes

（PMEL）を記念する講演も行われた．2日目から科学

発表に入り，毎日1つのシンポジウムというぺ一スで，

5日間，“Description　of　Low　Frequency　Variabi1－

ity”，“Theoretical　Basis　for　Low　Frequency　Varia－

bility”，“COARE　and　Other　Process　Studies”，“Simu－

1ation　and　Prediction”，“Predictions　of　Low　Fre．

quencyVariability”，という5つのシンポジウムが行

われた．

　2．研究発表

　TOGAが始まる前の1982～83年ENSOの進行は

SSTの衛星観測値の誤差でうまく検出できなかった

が，10年経った今，衛星からはSSTはもちろん，精度

の良い降水量や海面風のデータも得られており

（Arkin，NMC），またTOGA－TAOによってreal
time　に熱帯太平洋海洋が監視できるようになった

（McPhaden，PMEL）．80年代に入ってwarm　phase

が長引くこと，またphase　lockしなくなったことな

ど，ENSOの特性が変わってきているようである．こ

れは熱帯でも10年ないし数10年の変動が大きいことを
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語っているかも知れない（Kousky，NMC；Anderson，

Oxford　U．）．近年のENSOがphase　lockしなくなっ

たお陰で，今まで問題とされていたNino3SSTの力

学予報Skillが春に低下するというSpringBarrierが

なくなった　（Webster，U．Colorado；Shukla，

COLA；Anderson，Oxford　U．）．また初期値化を改善

すれば80年代より前のENSOについても予報Ski11

のSpring　Barrierが克服できることもCane－Zebiak

モデルにおいて示された　（Busalacchi，GSFC／

NASA）．現在Nino3SSTの力学予報が世界中で試み

られており，ちゃんとした結合モデルを使えばCane－

Zebiakモデル程度の予報ができるようである．しか

し，最も人の住んでいる中緯度の気候予測はまだ始め

られたばかりである．そこで中緯度へのPNAtelecon－

nectionや中緯度のSST変動が主にNino3SSTに
よって引き起こされているというGFDL大気大循環

モデルの結果が興味深い（Lau，GFDL）．TOGAの後

半に行われたCOAREプロジェクトのシンポジウム

が特別に設けられ，住（東大）がJ℃OAREのOver－

viewをし，高橋（九大）が熱帯域の微雲物理観測の結

果について発表した．7つの招待講演中2つが日本か

らの発表で，COAREにおける日本の役割の重要さを

語っでいると思われる．

　ENSO理論に関しては，Delayed　Oscillationメカ

ニズムが主流になりつつある一方（Battisti，U．Wash－

ington），観測された西太平洋でのThermocline変動

が必ずしもそれを支持しておらず，もっと完成度の高

い単純明瞭な理論を考えるべきだという声もあった

（Neelin，UCLA）．季節変動との相互作用によって

ENSOの周期が乱れることは古くから知られている

が（Zebiak，LDEO），最近その周期の乱れがDevirs

Staircaseというルートを通って起きるカオスである

ことが理論的に示唆された（Jin，U．Hawaii）．

　3．PACS
TOGAはENSOというパズルを解くことから始

まった．ENSOについては今理論的枠組みが大体でき
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ているようで，これからはやはり気候予報およびそれ

に必要なデータ収集に傾くだろう．一方，ENSOの他

にScientifically　Challengingな問題が熱帯にまだ沢

山残っている．熱帯気候の形成問題は古くから知られ

ているパズルで，筆者は招待講演でそれについてのレ

ビューを行った．熱帯平均場を理解する動きが2，3

年前に始まったばかりで，その東西，南北非対称性お

よび季節変化については極めて簡単な大気海洋相互作

用理論から理解できることが最近の研究から示唆され

ている．現在，米国（NOAA）を中心に北，中，南米

諸国が，熱帯平均場の解明を目指す　PACS　（Pan

American　Climate　Studies）をWallace（U．Wash－

ington）とPhilander（Princeton　U．）のリーダーシッ

プの下で進めている．McPhaden（PMEL）がPACS

期間中丁OGA－TAOを南北方向に延長し，筆者の提

案したITCZの南北非対称性理論を検証したいと言っ

ている．ポスト・TOGAの時代，PACSに代表される

ような科学的理解に繋がるパズルを解くアプローチ

と，中緯度を含む気候予報技術の向上とが平行して進

められるのではないかというのは筆者の感想である．

　4．印象
　大会期間中300以上の発表があったので，毎日午前は

7つの招待講演があって午後はポスターセッションに

当てられるような，ユニークな形式を取った．ゆっく

り話のできるポスターセッションを主要な発表形式に

するのが組織側の本意のようで，そのため各招待講演

者もポスターセッションに出店することになってい

た．しかし，実際は発表者が会場にいないこともあり，

組織側のイメージしたポスターセッションとは少し

違った物になってしまったのではないかと思う．

TOGAが始まって10年経った今，優れた研究成果を出

した新人が沢山出ているにもかかわらず，招待講演者

の多くは10年前の顔ぶれだったので，若い研究者の間

で不満の声があった．これはアメリカのFunding事情

による所もあるように思われる．特に，多額の予算が

かかる観測や予報の分野において，将来のFundingを

確保するためには，このような大会で発表し，Fmding

Agencyにアピールすることが大事である．

　メルボルンはシドニーよりも古い町でビクトリア時

代の建物が多く見られ，非常に綺麗な町である．同じ

移民国家の米国・カナダと違ってオーストラリアの町

はイギリスの影響を強く受けている．Australianと称

したオーストラリア英語はなまりが強く，町の人と話

をするときには非常に神経を使った．書き言葉がイギ

リス英語なので，アメリカ英語に慣れている私はかな

り戸惑った．例えば5階にあるホテルの部屋からエレ

ベーター（イギリス英語では1iftと言う）に乗って，

1Fを押しても1階ではなく2階に止まるのである．イ

ギリス英語では1階はFirst　FloorではなくGround

Floorだからである．オーストラリアにおいてテレビ

はアメリカ映画・ドラマで溢れる．人口が1，600万だけ

なので，地域独自の文化を持っていないと思ったら，

メルボルンの人がシドニーで盛んなラクビーにけちを

付けたり，シドニーの人がメルボルンの人が好きな

オーストラリアン・フットボールをけなしたりするく

らい，多様な地域差があるようである．

　TOGA95参加に当たり，日高海洋科学振興財団（福

岡二郎理事長）より渡航費の一部を援助していただき，

深く感謝致します．
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